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(57)【要約】
【課題】分光測定における波長領域の分解能を高めると
ともに、測定対象部位の分光測定に悪影響が及ばないよ
うにすることが可能な内視鏡装置を提供する。
【解決手段】観察対象部位から放射される撮像光を受光
する撮像領域１５４と、測定対象部位から放射される放
射光を受光する分光領域１５２とが同一受光面上に形成
された撮像素子１５０と、撮像領域１５４に撮像光を導
光する撮像光学系１８０と、分光領域１５２に放射光を
導光する分光光学系１６０と、分光光学系１６０内に設
けられ、分光領域１５２に入射する光を透光または遮光
するシャッター部材１６１と、照明光の照射されるタイ
ミングにおいて、分光領域１５２に入射する撮像光を遮
光させる一方、照明光が照射されず、かつ、測定光が照
射されるタイミングにおいて、分光領域１５２に入射す
る放射光を透光させるシャッター制御部２５０とを備え
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内管腔の観察対象部位に照明光が照射されることによって当該観察対象部位から放射
される撮像光を受光する第１受光領域と、前記体内管腔の測定対象部位に測定光が照射さ
れることによって当該測定対象部位から放射される放射光を受光する第２受光領域とが同
一受光面上に形成された撮像素子と、
　前記第１受光領域に前記撮像光を導光する撮像光学系と、
　前記第２受光領域に前記放射光を導光する分光光学系と、
　前記第２受光領域に入射する光を透光または遮光するシャッター部材と、
　前記シャッター部材の動作を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記観察対象部位に前記照明光が照射されるタイミングにおいて、前記
シャッター部材を遮光状態に切り替えて前記第２受光領域に入射する前記撮像光を遮光さ
せる一方、前記観察対象部位に前記照明光が照射されず、かつ、前記測定対象部位に前記
測定光が照射されるタイミングにおいて、前記シャッター部材を透光状態に切り替えて前
記第２受光領域に入射する前記放射光を透光させる内視鏡装置。
【請求項２】
　前記第１受光領域は、前記撮像光を受光する度に、当該撮像光を光電変換し、光電変換
された電気信号を撮像光データとして蓄積し、
　前記第２受光領域は、前記放射光を受光する度に、当該放射光を光電変換し、光電変換
された電気信号を放射光データとして蓄積し、
　前記観察対象部位に照明光を照射する照明光ファイバーと、
　前記測定対象部位に測定光を照射する測定光ファイバーと、
　前記第１受光領域に蓄積されている前記撮像光データを読み出す第１読み出し部と、
　前記第２受光領域に蓄積されている前記放射光データを読み出す第２読み出し部と、
　を備え、
　前記第１読み出し部および前記第２読み出し部は、前記撮像光データおよび前記放射光
データをそれぞれ独立して読み出し可能に構成されている請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記第１読み出し部により読み出された前記撮像光データに対して第１の処理を行う第
１処理部と、
　前記第２読み出し部により読み出された前記放射光データに対して第２の処理を行う第
２処理部と、
　を備える請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記第２処理部は、前記第２読み出し部により複数回読み出された前記放射光データに
対して第２の処理を行う請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記第２読み出し部は、前記第２受光領域に複数回蓄積された前記放射光データを読み
出す請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記第１受光領域は、前記撮像光を受光する度に、当該撮像光を光電変換し、光電変換
された電気信号を撮像光データとして蓄積し、
　前記第２受光領域は、前記放射光を受光する度に、当該放射光を光電変換し、光電変換
された電気信号を放射光データとして蓄積し、
　前記第１受光領域に蓄積されている前記撮像光データ、および、前記第２受光領域に蓄
積されている前記放射光データをそれぞれ異なるタイミングで読み出す読み出し部を備え
る請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記読み出し部により読み出された前記撮像光データに対して第１の処理を行う第１処
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理部と、
　前記読み出し部により読み出された前記放射光データに対して第２の処理を行う第２処
理部と、
　を備える請求項６に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記第２処理部は、前記読み出し部により複数回読み出された前記放射光データに対し
て前記第２の処理を行う請求項７に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記読み出し部は、前記第２受光領域に複数回蓄積された前記放射光データを読み出す
請求項７に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記第１受光領域は、前記撮像光を受光する度に、当該撮像光を光電変換し、光電変換
された電気信号を撮像光データとして蓄積し、
　前記第２受光領域は、前記放射光を受光する度に、当該放射光を光電変換し、光電変換
された電気信号を放射光データとして蓄積し、
　前記第１受光領域に蓄積されている前記撮像光データ、および、前記第２受光領域に蓄
積されている前記放射光データを同じタイミングで読み出す読み出し部を備える請求項１
に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記読み出し部により読み出された前記撮像光データに対して第１の処理を行う第１処
理部と、
　前記読み出し部により読み出された前記放射光データに対して第２の処理を行う第２処
理部と、
　を備える請求項１０に記載の内視鏡装置。
【請求項１２】
　前記第２処理部は、前記読み出し部により複数回読み出された前記放射光データに対し
て前記第２の処理を行う請求項１１に記載の内視鏡装置。
【請求項１３】
　体内管腔の観察対象部位に照明光が照射されることによって当該観察対象部位から放射
される撮像光を受光する第１受光領域であって、前記撮像光を受光する度に、当該撮像光
を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして蓄積する第１受光領域と、
前記体内管腔の測定対象部位に測定光が照射されることによって当該測定対象部位から放
射される放射光を受光する第２受光領域であって、前記放射光を受光する度に、当該放射
光を光電変換し、光電変換された電気信号を放射光データとして蓄積する第２受光領域と
が同一受光面上に形成された撮像素子と、
　前記第１受光領域に前記撮像光を導光する撮像光学系と、
　前記第２受光領域に前記放射光を導光する分光光学系と、
　前記第２受光領域に蓄積されている前記放射光データを読み出す読み出し部と、
　前記読み出し部の読み出し動作を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記観察対象部位に前記照明光が照射されず、かつ、前記測定対象部位
に前記測定光が照射されるタイミングにおいてのみ前記第２受光領域に蓄積された前記放
射光データを読み出すように前記読み出し部を制御する内視鏡装置。
【請求項１４】
　前記観察対象部位に照明光を照射する照明光ファイバーと、
　前記測定対象部位に測定光を照射する測定光ファイバーと、
　前記読み出し部により読み出された前記放射光データに対して所定の処理を行う処理部
と、
　を備える請求項１３に記載の内視鏡装置。
【請求項１５】
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　前記処理部は、前記読み出し部により複数回読み出された前記放射光データに対して前
記所定の処理を行う請求項１４に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体内管腔の観察対象部位を撮像するだけでなく、測定対象部位に励起光を照射すること
で測定対象部位から放射される放射光である自家蛍光を分光してそのスペクトルデータの
取得（測定対象部位の分光測定）を行うことも可能な内視鏡装置が知られている。かかる
内視鏡装置においては、観察対象部位の撮像に撮像素子（例えばＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　
Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ
　Ｏｘｉｄ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ））を用いている。
【０００３】
　ところで、撮像素子を撮像領域と分光領域とに分割し、画像撮影と分光測定とを１つの
撮像素子で行うことが、例えば特許文献１に記載されている。特許文献１に記載の技術で
は、分光領域を使用して分光測定を行うため、細かく分割した各波長領域のフィルターを
撮像素子の各画素上に装着している。
【０００４】
　また、観察対象部位の撮像に用いる撮像素子を測定対象部位の分光測定にも用いること
が、例えば特許文献２に記載されている。特許文献２に記載の内視鏡装置では、撮像素子
の受光面が撮像用および分光測定用の２つの領域に分けられている。そして、分光測定用
領域を構成する個々のサブ領域に異なる波長の蛍光を入射させるように構成されたフィル
ターが、分光測定用領域を覆って配置されている。この分光目的のフィルター（以下、「
分光フィルター」と言う）は、個々のサブ領域に合わせて千鳥格子状に複数の微小区域に
分けられている。例えば、あるサブ領域に対応する区域では３５０±２．５［ｎｍ］の光
が透過され、その隣のサブ領域に対応する区域では３５５±２．５［ｎｍ］の光が透過さ
れる。このように、この分光フィルターは、一定幅の波長帯を有する蛍光を５［ｎｍ］刻
みで分光し、各分割波長帯の蛍光を、撮像素子に設けられた分光測定用領域内の別々のサ
ブ領域に入射させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－５９８６５号公報
【特許文献２】特開２００５－１８５５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１，２に記載の技術では、分光を行う手段として、撮像素子の領域毎に透過す
る波長領域が細かく分かれているバンドパスフィルターを当該撮像素子の上に直接貼り付
けている。しかしながら、波長領域が細かく分かれているバンドパスフィルターを製造す
ることは非常に困難である。また、製造できたとしても、分光領域で検出できる波長領域
の分解能は低くなってしまうという問題があった。例えば特許文献２に記載の技術では、
波長領域の分解能は、５［ｎｍ］であり、低くなっている。
【０００７】
　また、特許文献１，２に記載の技術では、撮像領域で検出すべき撮像光（すなわち、照
明光の照射によって観察対象部位から発せられる光）が分光領域に入射してしまい、測定
対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてしまうおそれがあるという問題があった。
【０００８】
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　本発明は、分光測定における波長領域の分解能を高めるとともに、測定対象部位の分光
測定に悪影響が及ばないようにすることが可能な内視鏡装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る内視鏡装置は、
　体内管腔の観察対象部位に照明光が照射されることによって当該観察対象部位から放射
される撮像光を受光する第１受光領域と、前記体内管腔の測定対象部位に測定光が照射さ
れることによって当該測定対象部位から放射される放射光を受光する第２受光領域とが同
一受光面上に形成された撮像素子と、
　前記第１受光領域に前記撮像光を導光する撮像光学系と、
　前記第２受光領域に前記放射光を導光する分光光学系と、
　前記第２受光領域に入射する光を透光または遮光するシャッター部材と、
　前記シャッター部材の動作を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記観察対象部位に前記照明光が照射されるタイミングにおいて、前記
シャッター部材を遮光状態に切り替えて前記第２受光領域に入射する前記撮像光を遮光さ
せる一方、前記観察対象部位に前記照明光が照射されず、かつ、前記測定対象部位に前記
測定光が照射されるタイミングにおいて、前記シャッター部材を透光状態に切り替えて前
記第２受光領域に入射する前記放射光を透光させる。
　また、本発明に係る内視鏡装置は、
　体内管腔の観察対象部位に照明光が照射されることによって当該観察対象部位から放射
される撮像光を受光する第１受光領域であって、前記撮像光を受光する度に、当該撮像光
を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして蓄積する第１受光領域と、
前記体内管腔の測定対象部位に測定光が照射されることによって当該測定対象部位から放
射される放射光を受光する第２受光領域であって、前記放射光を受光する度に、当該放射
光を光電変換し、光電変換された電気信号を放射光データとして蓄積する第２受光領域と
が同一受光面上に形成された撮像素子と、
　前記第１受光領域に前記撮像光を導光する撮像光学系と、
　前記第２受光領域に前記放射光を導光する分光光学系と、
　前記第２受光領域に蓄積されている前記放射光データを読み出す読み出し部と、
　前記読み出し部の読み出し動作を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記観察対象部位に前記照明光が照射されず、かつ、前記測定対象部位
に前記測定光が照射されるタイミングにおいてのみ前記第２受光領域に蓄積された前記放
射光データを読み出すように前記読み出し部を制御する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、分光測定における波長領域の分解能を高めるとともに、測定対象部位
の分光測定に悪影響が及ばないようにすることが可能な内視鏡装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施の形態における内視鏡装置の全体構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態における内視鏡本体の先端部の斜視図である。
【図３】第１の実施の形態における内視鏡本体の先端部および撮像素子の構成を示す図で
ある。
【図４】第１の実施の形態における動作タイミングを示すタイミングチャートである。
【図５】第１の実施の形態における動作タイミングの変形例を示すタイミングチャートで
ある。
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【図６】第１の実施の形態における撮像素子の構成の変形例を示す図である。
【図７】第２の実施の形態における内視鏡装置の構成を示す図である。
【図８】第２の実施の形態における撮像素子の構成を示す図である。
【図９】第２の実施の形態における動作タイミングを示すタイミングチャートである。
【図１０】第３の実施の形態における内視鏡装置の構成を示す図である。
【図１１】第３の実施の形態における撮像素子の構成を示す図である。
【図１２】第３の実施の形態における動作タイミングを示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（第１の実施の形態）
　以下、第１の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
［内視鏡装置１０の構成］
　図１に示す内視鏡装置１０は、内視鏡本体１００および内視鏡プロセッサー２００を備
える。内視鏡本体１００は、体内管腔（以下、「管腔」と略記する）に導入可能に形成さ
れた可撓性を有する長尺の挿入部１１０と、挿入部１１０の基端部１１０ａに設けられた
操作部１２０と、操作部１２０を介して挿入部１１０と内視鏡プロセッサー２００とを通
信可能に接続するケーブル１３０とを備える。
【００１３】
　挿入部１１０は、管腔内部を進入する際に管腔の湾曲に応じて容易に湾曲可能な可撓性
を、挿入部１１０の略全長にわたって有する。また、挿入部１１０は、操作部１２０のノ
ブ１２０ａの操作に従って先端部１１０ｂ側の一定範囲（操作可能部１１０ｃ）を任意の
角度で湾曲させることができる機構（図示せず）を有する。
【００１４】
　挿入部１１０の先端部１１０ｂには、図２に示すように、第１照明窓１１１、第２照明
窓１１２、第１観察窓１１３、第２観察窓１１４および鉗子チャンネル１１５が配設され
ている。
【００１５】
　第１照明窓１１１は、例えば対物レンズであり、内視鏡プロセッサー２００から導光さ
れた照明光を管腔の観察対象部位に照射する。第２照明窓１１２は、例えば対物レンズで
あり、内視鏡プロセッサー２００から導光された測定光としての励起光を管腔の測定対象
部位に照射する。
【００１６】
　第１観察窓１１３は、第１照明窓１１１から観察対象部位に照明光が照射された場合、
観察対象部位からの反射光を撮像光として取り込む。第１観察窓１１３は、例えば、１枚
の対物レンズまたは複数枚のレンズからなる対物光学系である。第２観察窓１１４は、第
２照明窓１１２から測定対象部位に励起光が照射された場合、測定対象部位からの反射光
（励起光）、および励起光を照射した結果として測定対象部位から放射される放射光であ
る自家蛍光を受光光として取り込む。第２観察窓１１４は、例えば、１枚の対物レンズま
たは複数枚のレンズからなる対物光学系である。
【００１７】
　鉗子チャンネル１１５は、操作部１２０に形成された導入口１２０ｂと連通するように
挿入部１１０に形成された内腔である。鉗子チャンネル１１５には、病変部の観察、病変
部の診断および病変部の手術等を行うための様々な機器を挿通することができる。
【００１８】
［挿入部１１０の内部構成］
　次に、図３（ａ），（ｂ）を参照し、挿入部１１０の内部構成について説明する。図３
（ｂ）は、挿入部１１０の内部に設けられた撮像素子１５０の構成を概略的に示す図であ
る。
【００１９】
　挿入部１１０は、第１照明窓１１１、第２照明窓１１２、鉗子チャンネル１１５、照明
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光ファイバー１４０、励起光ファイバー１４２および光学ユニット１３５を有する。
【００２０】
　照明光ファイバー１４０は、挿入部１１０内に収容された１本の光ファイバーまたは複
数本の光ファイバーの束であり、内視鏡プロセッサー２００内で生成された照明光を挿入
部１１０の先端部１１０ｂ近傍まで導光する。照明光ファイバー１４０の端面は第１照明
窓１１１に対向して配置されているため、照明光ファイバー１４０から出射された照明光
は、第１照明窓１１１を介して管腔の観察対象部位に照射される。
【００２１】
　励起光ファイバー１４２は、挿入部１１０内に収容された１本の光ファイバーまたは複
数本の光ファイバーの束であり、内視鏡プロセッサー２００内で生成された励起光を挿入
部１１０の先端部１１０ｂ近傍まで導光する。励起光ファイバー１４２の端面は第２照明
窓１１２に対向して配置されているため、励起光ファイバー１４２から出射された励起光
は、第２照明窓１１２を介して管腔の測定対象部位に照射される。
【００２２】
　観察対象部位または測定対象部位に対して照明光または励起光が照射されたときの観察
対象部位または測定対象部位からの光は、光学ユニット１３５を通過することで、挿入部
１１０に受光される。
【００２３】
　光学ユニット１３５は、ＣＣＤイメージセンサーからなる撮像素子１５０と、分光光学
系１６０と、撮像光学系１８０と、分光光学系１６０および撮像光学系１８０を観察対象
部位または測定対象部位に対して並列になるように収容する例えば樹脂性の筐体１９０と
を備える。
【００２４】
　分光光学系１６０は、励起光の照射によって測定対象部位から発せられる自家蛍光を分
光して撮像素子１５０の分光領域１５２（第２受光領域）に導光する。
【００２５】
　撮像光学系１８０は、照明光の照射によって観察対象部位から発せられた撮像光を撮像
素子１５０の撮像領域１５４（第１受光領域）に導光する。
【００２６】
　分光光学系１６０は、第２観察窓１１４、シャッター部材１６１、バンドパスフィルタ
ー１６２、スリット１６４、コリメートレンズ１６６、回折格子１６８および集光レンズ
１７０を有する。
【００２７】
　第２観察窓１１４は、励起光の照射によって測定対象部位から発せられる受光光（反射
した励起光、および自家蛍光）を集光する。
【００２８】
　シャッター部材１６１は、受光光の光軸方向において、撮像素子１５０の分光領域１５
２を覆うように配置されている。シャッター部材１６１は、内視鏡プロセッサー２００の
制御によって、第２観察窓１１４により集光されてバンドパスフィルター１６２、ひいて
は分光領域１５２に入る受光光または撮像光を透光または遮光する。
【００２９】
　具体的には、シャッター部材１６１は、照明光の照射によって光学ユニット１３５が撮
像光を受光する場合、分光領域１５２に入る撮像光を遮光する。シャッター部材１６１は
、励起光の照射によって光学ユニット１３５が受光光を受光する場合、分光領域１５２に
入る受光光を透光する。
【００３０】
　なお、シャッター部材１６１としては、機械式シャッター、液晶シャッター等を用いる
ことができる。なお、入射光の透過度を制御する場合には、光の透過度（不透明度）を可
変に設定できる液晶シャッターを用いることが望ましい。
【００３１】
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　バンドパスフィルター１６２は、特定波長の光のみを透過し、それ以外の光を反射する
特性を有する光学フィルターである。このようなフィルターを設けることにより、不要な
光成分を除去することができる。本実施の形態では、バンドパスフィルター１６２は、シ
ャッター部材１６１により透光された受光光のうち、測定対象となる自家蛍光のみを透過
させる。
【００３２】
　スリット１６４は、矩形状に形成されており、回折格子１６８に入射させる光の幅を調
整する。
【００３３】
　コリメートレンズ１６６は、スリット１６４からの光束を略平行な光束に変換する。
【００３４】
　回折格子１６８は、透過型の回折格子であり、コリメートレンズ１６６を通過した自家
蛍光を各波長に分解（分光）して集光レンズ１７０に向け出射する。
【００３５】
　集光レンズ１７０は、回折格子１６８により分光された各波長の自家蛍光を集光して撮
像素子１５０の分光領域１５２に出射する。
【００３６】
　撮像光学系１８０は、第１観察窓１１３および集光レンズ１８２を有する。
【００３７】
　第１観察窓１１３は、照明光の照射によって観察対象部位から発せられる撮像光を集光
する。
【００３８】
　集光レンズ１８２は、第１観察窓１１３を通過した撮像光を集光して撮像素子１５０の
撮像領域１５４に出射する。
【００３９】
　本実施の形態においては、撮像光学系１８０および分光光学系１６０が、観察対象部位
または測定対象部位に対して並列に配置されており、それぞれが独立して導光を行うため
、ビームスプリッターなどの光学的分離素子を介することなく撮像素子１５０へと導光す
ることができる。したがって、測定対象部位から放射される放射光がビームスプリッター
でロスすることが回避され、微弱な蛍光の測定に有利である。また、ビームスプリッター
のような光学的分離素子が不要であり、構成が簡素化され光学ユニット１３５のコストア
ップを抑制することができる。
【００４０】
　なお、本実施の形態において、自家蛍光の分光を行う回折格子１６８は、透過型である
が、反射型であっても良い。また、自家蛍光の分光を行う光学素子として、回折格子１６
８の代わりにプリズムを使用しても良い。また、自家蛍光の幅を調整する光学素子として
、スリット１６４の代わりにピンホールを使用しても良い。
【００４１】
　撮像素子１５０は、内視鏡プロセッサー２００との間で制御信号、データ等のやりとり
を行う回路基板（図示せず）上に設けられている。撮像素子１５０は、分光領域１５２お
よび撮像領域１５４における各画素上にカラーフィルターが設けられていないモノクロタ
イプのものである。撮像素子１５０では、四角形状の分光領域１５２および撮像領域１５
４が同一受光面上に所定距離だけ離間して形成されている。撮像素子１５０は、撮像光学
系１８０を通過した撮像光および、分光光学系１６０を通過した自家蛍光が何れも受光面
１５０ａに入射して受光面１５０ａ上で結像されるように、配置されている。
【００４２】
　ここで、撮像光学系１８０を通過した撮像光は、分光されずに、受光面１５０ａに設け
られた撮像領域１５４に入射する。よって、撮像領域１５４に入射した撮像光から得られ
る撮像光データは、照明光が照射された観察対象部位の像を表すものであり、観察対象部
位の画像または映像の表示に用いることができる。一方、分光光学系１６０を通過した自
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家蛍光は、分光された上で、受光面１５０ａに設けられた分光領域１５２において波長成
分毎に異なる位置に結像される。つまり、分光領域１５２を構成する各画素は、自家蛍光
を波長成分毎の強度として検出することができる。よって、分光領域１５２に入射した自
家蛍光から得られる放射光データは、自家蛍光のスペクトルを表すものであり、測定対象
部位からの自家蛍光のスペクトルデータ取得に用いることができる。
【００４３】
　なお、撮像には白色光などの広帯域の波長光を照明光として用いる。自家蛍光の測定の
際に、撮像用の照明光が入射すると、正確な測定を行うことができないので、照明光を消
灯させる。
【００４４】
　撮像領域１５４は、分光領域１５２と比べて、できるだけ広い方が望ましく、分光領域
１５２を構成する画素は最低１ラインあれば良い。ただし、分光測定の対象となる自家蛍
光の強度が弱い場合には、分光領域１５２を構成する画素のライン数を増やすことで分光
領域１５２全体の感度を上げることが望ましい。
【００４５】
　撮像素子１５０は、図３（ｂ）に示すように、分光領域１５２および撮像領域１５４の
他に、放射光データ転送部１５６および撮像光データ転送部１５８を有する。
【００４６】
　分光領域１５２は、自家蛍光を受光する度に、当該自家蛍光を光電変換し、光電変換さ
れた電気信号を放射光データとして一時的に蓄積する。撮像領域１５４は、撮像光を受光
する度に、当該撮像光を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして一時
的に蓄積する。
【００４７】
　放射光データ転送部１５６は、内視鏡プロセッサー２００の撮像制御部２４０からの読
み出し要求を受けた場合、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを第２読み出し
部２８０に転送する。なお、放射光データは、放射光データ転送部１５６と第２読み出し
部２８０との間に設けられた増幅部１９２により電圧信号に変換され、増幅されて第２読
み出し部２８０に転送される。
【００４８】
　撮像光データ転送部１５８は、内視鏡プロセッサー２００の撮像制御部２４０からの読
み出し要求を受けた場合、撮像領域１５４に蓄積されている撮像光データを第１読み出し
部２６０に転送する。なお、撮像光データは、撮像光データ転送部１５８と第１読み出し
部２６０との間に設けられた増幅部１９４により電圧信号に変換され、増幅されて第１読
み出し部２６０に転送される。
【００４９】
［内視鏡プロセッサー２００の構成］
　次に、内視鏡プロセッサー２００の構成について説明する。内視鏡プロセッサー２００
は、制御部２１０、照明光光源２２０、励起光光源２３０、撮像制御部２４０、シャッタ
ー制御部２５０、第１読み出し部２６０、画像処理部２７０（第１処理部）、第２読み出
し部２８０、メモリ２９０および分光解析部３００（第２処理部）を備える。内視鏡プロ
セッサー２００には、入力装置４００およびモニター５００が接続されている。
【００５０】
　入力装置４００は、内視鏡プロセッサー２００に対するユーザーの指示を入力する。本
実施の形態では、入力装置４００は、例えば、キーボード、マウスまたはスイッチ等によ
り構成される。モニター５００は、例えば液晶ディスプレイ等であり、内視鏡プロセッサ
ー２００から出力された画像データを入力して各種画像を表示する。
【００５１】
　制御部２１０は、内視鏡プロセッサー２００の各ブロックの動作を制御する。
【００５２】
　照明光光源２２０は、例えば内視鏡プロセッサー２００の起動後、管腔の観察観察対象
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部位（例えば病変部）を照らす画像撮影モードの実行指示が入力装置４００に入力された
場合、観察用の照明光を発光する。内視鏡本体１００の挿入部１１０は、管腔に導入され
ている場合、照明光光源２２０から発光された照明光を導光し、観察対象部位へ出射する
。
【００５３】
　励起光光源２３０は、例えば管腔の測定対象部位（例えば病変部）を検査する分光測定
モードの実行指示が入力装置４００に入力された場合、キセノン光等の光源を発光させ、
バンドパスフィルター等により特定の波長の励起光を得るものである。内視鏡本体１００
の挿入部１１０は、管腔に導入されている場合、励起光光源２３０から発光された励起光
を導光し、測定対象部位へ出射する。
【００５４】
　撮像制御部２４０は、制御部２１０の制御に基づいて、撮像素子１５０における各種処
理を制御する。具体的には、撮像制御部２４０は、分光領域１５２に蓄積されている放射
光データのリセット、分光領域１５２から放射光データの読み出し、撮像領域１５４から
撮像光データの読み出し等を行う際に必要となる駆動タイミング信号を生成し、当該駆動
タイミング信号を撮像素子１５０に出力する。各種の駆動タイミング信号が撮像素子１５
０に入力されると、撮像素子１５０は、当該駆動タイミング信号に応じた各種処理を実行
する。
【００５５】
　シャッター制御部２５０は、制御部２１０の制御に基づいて、分光光学系１６０内に設
けられたシャッター部材１６１の遮光動作または透光動作を制御する。
【００５６】
　第１読み出し部２６０は、撮像素子１５０の撮像領域１５４に蓄積されている撮像光デ
ータを、撮像光データ転送部１５８および増幅部１９４を介して読み出す。
【００５７】
　画像処理部２７０は、第１読み出し部２６０により読み出された撮像光データに対して
所定の信号処理（第１の処理）を行う。制御部２１０は、処理後の信号を内視鏡映像信号
としてモニター５００に出力する。これにより、管腔の観察対象部位が撮像されると、内
視鏡映像信号に基づく内視鏡映像がモニター５００の画面上に表示される。
【００５８】
　第２読み出し部２８０は、撮像素子１５０の分光領域１５２に蓄積されている放射光デ
ータを、放射光データ転送部１５６および増幅部１９２を介して読み出す。第２読み出し
部２８０は、分光領域１５２から放射光データを読み出す度に、読み出した放射光データ
をメモリ２９０に記録する。第１読み出し部２６０および第２読み出し部２８０は、撮像
光データおよび放射光データをそれぞれ独立して読み出し可能に構成されている。
【００５９】
　メモリ２９０は、内視鏡プロセッサー２００に内蔵されたＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ
　Ｄｒｉｖｅ）等の記憶装置である。なお、メモリ２９０は、内視鏡プロセッサー２００
に内蔵されたものでなくても良く、例えば内視鏡プロセッサー２００に外付けされたもの
であっても良いし、あるいは通信ネットワーク上に存在するものであっても良い。
【００６０】
　分光解析部３００は、第２読み出し部２８０によりメモリ２９０に記録された放射光デ
ータに基づいて、管腔の測定対象部位における病変の有無や種類についての解析処理（第
２の処理）を行う。そして、制御部２１０は、解析結果を示す解析結果画像データをモニ
ター５００に出力することによって、解析結果画像をモニター５００に表示させる。ユー
ザーは、モニター５００に表示された解析結果画像を見ることによって、病変の広がりや
病気の程度を評価することができる。
【００６１】
［動作タイミング］
　次に、図４を参照し、内視鏡装置１０の動作タイミングについて説明する。図４は、照
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明光光源２２０による照明光の発光動作、励起光光源２３０による励起光の発光動作、シ
ャッター部材１６１による透光動作または遮光動作、第１読み出し部２６０による撮像光
データの読み出し動作、および第２読み出し部２８０による放射光データの読み出し動作
のタイミングを示す。
【００６２】
　図４に示すように、照明光光源２２０による照明光の発光タイミングと、励起光光源２
３０による励起光の発光タイミングとは異なっている。照明光光源２２０による照明光の
発光タイミングでは、撮像素子１５０の撮像領域１５４は、撮像光学系１８０を介して受
光した撮像光を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして蓄積する。励
起光光源２３０による励起光の発光タイミングでは、撮像素子１５０の分光領域１５２は
、分光光学系１６０を介して受光した自家蛍光を光電変換し、光電変換された電気信号を
放射光データとして蓄積する。
【００６３】
　シャッター部材１６１は、照明光光源２２０により照明光が発光されている間（つまり
、光学ユニット１３５により撮像光が受光される間）、分光領域１５２に入射する撮像光
を遮光する。また、シャッター部材１６１は、照明光光源２２０により照明光が発光され
ていない間、励起光光源２３０による励起光の発光によって分光領域１５２に入射する受
光光を透光する。これにより、撮像領域１５４で検出すべき撮像光が分光領域１５２に入
射してしまい、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてしまうことを防止することが
できる。
【００６４】
　また、図４の例では、第１読み出し部２６０は、撮像のフレームレートに合わせて、励
起光光源２３０による励起光の発光タイミングの経過後、撮像素子１５０の撮像領域１５
４に蓄積されている撮像光データを読み出す。第２読み出し部２８０は、第１読み出し部
２６０による撮像光データの読み出しタイミングの間において、撮像素子１５０の分光領
域１５２に蓄積されている放射光データを読み出す。このように、第１読み出し部２６０
および第２読み出し部２８０は、撮像光データおよび放射光データをそれぞれ独立して読
み出す。
【００６５】
［第１の実施の形態における効果］
　以上詳しく説明したように、第１の実施の形態における内視鏡装置１０は、体内管腔の
観察対象部位に照明光を照射する照明光ファイバー１４０と、体内管腔の測定対象部位に
測定光を照射する励起光ファイバー１４２と、観察対象部位に照明光が照射されることに
よって当該観察対象部位から放射される撮像光を受光する撮像領域１５４と、測定対象部
位に測定光が照射されることによって当該測定対象部位から放射される放射光を受光する
分光領域１５２とが同一受光面上に形成された撮像素子１５０と、撮像領域１５４に撮像
光を導光する撮像光学系１８０と、分光領域１５２に放射光を導光する分光光学系１６０
と、分光光学系１６０内に設けられ、分光領域１５２に入射する光を透光または遮光する
シャッター部材１６１と、シャッター部材１６１の動作を制御するシャッター制御部２５
０とを備える。シャッター制御部２５０は、観察対象部位に照明光が照射されるタイミン
グにおいて、分光領域１５２に入射する撮像光を遮光させる一方、観察対象部位に照明光
が照射されず、かつ、測定対象部位に測定光が照射されるタイミングにおいて、分光領域
１５２に入射する放射光を透光させる。
【００６６】
　このように構成した第１の実施の形態によれば、自家蛍光を分光する手段として分光光
学系１６０を用いることにより、細かく分割されている波長領域毎のバンドパスフィルタ
ーを撮像素子１５０の上に貼り付けることなく、測定対象部位からの自家蛍光のスペクト
ルデータを取得することができる。よって、１つの撮像素子１５０で観察対象部位の撮像
および測定対象部位の分光測定を容易に行うことができる。
【００６７】
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　また、第１の実施の形態によれば、照明光光源２２０により照明光が発光されている間
、分光領域１５２に入射する撮像光が遮光されるため、撮像領域１５４で検出すべき撮像
光が分光領域１５２に入射してしまい、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてしま
うことを防止することができる。
【００６８】
　また、第１の実施の形態では、第１読み出し部２６０および第２読み出し部２８０は、
撮像光データおよび放射光データをそれぞれ独立して読み出し可能に構成されているため
、撮像のフレームレートには依存しない自由なタイミングで、放射光データを読み出すこ
とができる。したがって、第２読み出し部２８０は、分光領域１５２により自家蛍光が複
数回受光され放射光データとして蓄積（長時間の露光）された後（すなわち、励起光光源
２３０による励起光の発光タイミングが複数回経過した後）、当該複数回分の放射光デー
タを読み出すこともできる。この場合、分光測定の対象となる自家蛍光の強度が弱いとき
には、複数回分の放射光データを読み出し、当該放射光データに基づいて測定対象部位の
解析処理を行うことにより、高感度の分光測定を行うことができる。
【００６９】
［変形例］
　なお、上記第１の実施の形態において、分光解析部３００は、第２読み出し部２８０に
より複数回読み出されてメモリ２９０に記録された放射光データに基づいて測定対象部位
の解析処理を行っても良い。この構成により、分光測定の対象となる自家蛍光の強度が弱
いときには、複数回分の放射光データを読み出し、当該放射光データに基づいて測定対象
部位の解析処理を行うことにより、高感度の分光測定を行うことができる。ここで、放射
光データのノイズ成分として、撮像素子１５０上で発生するノイズと、放射光データの転
送時に発生するノイズとが考えられる。撮像素子１５０上で露光時間を長く取れば、短い
露光を繰り返してメモリ２９０上での加算で露光時間を確保する場合より、放射光データ
の転送時に発生するノイズを少なくすることができる。転送時のノイズは、撮像素子１５
０からの読み出しの度に発生するからである。
【００７０】
　また、上記第１の実施の形態では、照明光光源２２０により照明光が発光されている間
、シャッター部材１６１を用いて分光領域１５２に入射する撮像光を遮光させる例につい
て説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば、シャッター部材１６１を用いず、
照明光光源２２０により照明光が発光されている間においてのみ分光領域１５２に蓄積さ
れた放射光データを読み出すようにしても良い。図５を参照し、この場合における内視鏡
装置１０の動作タイミングについて説明する。
【００７１】
　図５は、照明光光源２２０による照明光の発光動作、第１読み出し部２６０による撮像
光データの読み出し動作、励起光光源２３０による励起光の発光動作、および第２読み出
し部２８０による放射光データの読み出し動作のタイミングを示す。
【００７２】
　図５に示すように、照明光光源２２０による照明光の発光タイミングと、励起光光源２
３０による励起光の発光タイミングとは異なっている。
【００７３】
　撮像制御部２４０は、励起光光源２３０による励起光の発光直前に、分光領域１５２に
蓄積されている放射光データをリセット（消去）する。また、第２読み出し部２８０は、
励起光光源２３０による励起光の発光タイミングの直後から照明光光源２２０による照明
光の発光タイミングの直前まで、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを読み出
す。これにより、撮像領域１５４で検出すべき撮像光が分光領域１５２に入射してしまい
、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてしまうことを防止することができる。
【００７４】
　ただし、図５の例では、励起光光源２３０による励起光の発光タイミングの度に、分光
領域１５２の放射光データをリセットするため、分光領域１５２において複数回受光した
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自家蛍光を放射光データとして蓄積（長時間の露光）することができない。そこで、図６
に示すように、撮像素子１５０の構成を変更しても良い。
【００７５】
　図６に示す撮像素子１５０は、分光領域１５２および撮像領域１５４の他に、放射光デ
ータ転送部１５７および撮像光データ転送部１５８を有する。図３（ｂ）の構成と異なる
点は、放射光データ転送部１５７が、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを第
２読み出し部２８０に転送するだけでなく、当該転送の前に、分光領域１５２に蓄積され
た複数回分の放射光データを一時的に蓄積できる点である。放射光データ転送部１５７は
、励起光光源２３０による励起光の発光タイミングの直後から照明光光源２２０による照
明光の発光タイミングの直前まで、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを読み
出して蓄積する。第２読み出し部２８０は、任意のタイミングで、放射光データ転送部１
５６に蓄積されている放射光データを読み出す。この構成により、励起光光源２３０によ
る励起光の発光タイミングの度に、分光領域１５２の放射光データがリセットされても、
分光領域１５２において複数回受光した自家蛍光を放射光データとして蓄積（長時間の露
光）することができる。
【００７６】
（第２の実施の形態）
　次に、図７～９を参照して、第２の実施の形態を詳細に説明する。なお、第１の実施の
形態における各部構成と同様のものについては同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００７７】
［撮像素子１５０の構成］
　撮像素子１５０は、ＣＭＯＳイメージセンサーからなり、図８に示すように、分光領域
１５２および撮像領域１５４を含む撮像分光領域１５５を有する。撮像素子１５０は、図
３における放射光データ転送部１５６および撮像光データ転送部１５８を有さない。
【００７８】
　分光領域１５２は、自家蛍光を受光する度に、当該自家蛍光を光電変換し、光電変換さ
れた電気信号を放射光データとして一時的に蓄積する。撮像領域１５４は、撮像光を受光
する度に、当該撮像光を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして一時
的に蓄積する。
【００７９】
　撮像素子１５０は、内視鏡プロセッサー２００の撮像制御部２４０から放射光データの
一部読み出し要求を受けた場合、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを読み出
し部２６２に転送する。なお、放射光データは、撮像素子１５０と読み出し部２６２との
間に設けられた増幅部１９６により電圧信号に変換され、増幅されて読み出し部２６２に
転送される。
【００８０】
　撮像素子１５０は、内視鏡プロセッサー２００の撮像制御部２４０から撮像光データの
一部読み出し要求を受けた場合、撮像領域１５４に蓄積されている撮像光データを読み出
し部２６２に転送する。なお、撮像光データは、撮像素子１５０と読み出し部２６２との
間に設けられた増幅部１９６により電圧信号に変換され、増幅されて読み出し部２６２に
転送される。
【００８１】
［内視鏡プロセッサー２００の構成］
　次に、内視鏡プロセッサー２００の構成について説明する。図７に示す内視鏡プロセッ
サー２００は、図１における第１読み出し部２６０および第２読み出し部２８０の代わり
に、読み出し部２６２を備える。
【００８２】
　読み出し部２６２は、撮像分光領域１５５に含まれる撮像領域１５４に蓄積されている
撮像光データ、および、撮像分光領域１５５に含まれる分光領域１５２に蓄積されている
放射光データをそれぞれ異なるタイミングで読み出す。具体的には、読み出し部２６２は
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、撮像分光領域１５５のうち撮像領域１５４に相当する領域を読み出し対象領域として設
定し、その読み出し対象領域に蓄積されている撮像光データを読み出す。また、読み出し
部２６２は、撮像分光領域１５５のうち分光領域１５２に相当する領域を読み出し対象領
域として設定し、その読み出し対象領域に蓄積されている放射光データを読み出す。読み
出し部２６２は、放射光データを読み出す度に、読み出した放射光データをメモリ２９０
に記録する。
【００８３】
　画像処理部２７０は、読み出し部２６２により読み出された撮像光データに対して所定
の信号処理を行う。制御部２１０は、処理後の信号を内視鏡映像信号としてモニター５０
０に出力する。
【００８４】
　分光解析部３００は、読み出し部２６２によりメモリ２９０に記録された放射光データ
に基づいて、管腔の測定対象部位における病変の有無や種類についての解析処理を行う。
そして、制御部２１０は、解析結果を示す解析結果画像データをモニター５００に出力す
ることによって、解析結果画像をモニター５００に表示させる。
【００８５】
［動作タイミング］
　次に、図９を参照し、内視鏡装置１０の動作タイミングについて説明する。図９は、照
明光光源２２０による照明光の発光動作、励起光光源２３０による励起光の発光動作、シ
ャッター部材１６１による透光動作または遮光動作、読み出し部２６２による撮像光デー
タの読み出し動作、および読み出し部２６２による放射光データの読み出し動作のタイミ
ングを示す。
【００８６】
　図９に示すように、照明光光源２２０による照明光の発光タイミングと、励起光光源２
３０による励起光の発光タイミングとは異なる。照明光光源２２０による照明光の発光タ
イミングでは、撮像分光領域１５５に含まれる撮像領域１５４は、撮像光学系１８０を介
して受光した撮像光を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして蓄積す
る。励起光光源２３０による励起光の発光タイミングでは、撮像分光領域１５５に含まれ
る分光領域１５２は、分光光学系１６０を介して受光した自家蛍光を光電変換し、光電変
換された電気信号を放射光データとして蓄積する。
【００８７】
　シャッター部材１６１は、照明光光源２２０により照明光が発光されている間、分光領
域１５２に入射する撮像光を遮光する。また、シャッター部材１６１は、照明光光源２２
０により照明光が発光されていない間、励起光光源２３０による励起光の発光によって分
光領域１５２に入射する受光光を透光する。これにより、撮像領域１５４で検出すべき撮
像光が分光領域１５２に入射してしまい、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてし
まうことを防止することができる。
【００８８】
　また、図４の例では、読み出し部２６２は、撮像のフレームレートに合わせて、励起光
光源２３０による励起光の発光タイミングの経過後、撮像領域１５４に蓄積されている撮
像光データを読み出す。また、読み出し部２６２は、撮像光データを読み出した後のタイ
ミングで、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを読み出す。このように、読み
出し部２６２は、撮像光データおよび放射光データをそれぞれ異なるタイミングで読み出
す。
【００８９】
［第２の実施の形態における効果］
　以上詳しく説明したように、第２の実施の形態によれば、自家蛍光を分光する手段とし
て分光光学系１６０を用いることにより、細かく分割されている波長領域毎のバンドパス
フィルターを撮像素子１５０の上に貼り付けることなく、測定対象部位からの自家蛍光の
スペクトルデータを取得することができる。よって、１つの撮像素子１５０で観察対象部
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位の撮像および測定対象部位の分光測定を容易に行うことができる。
【００９０】
　また、第２の実施の形態によれば、照明光光源２２０により照明光が発光されている間
、分光領域１５２に入射する撮像光が遮光されるため、撮像領域１５４で検出すべき撮像
光が分光領域１５２に入射してしまい、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてしま
うことを防止することができる。
【００９１】
　また、第２の実施の形態では、読み出し部２６２は、撮像光データおよび放射光データ
をそれぞれ異なるタイミングで読み出す。読み出し部２６２は、分光領域１５２により自
家蛍光が複数回受光され放射光データとして蓄積（長時間の露光）された後（すなわち、
励起光光源２３０による励起光の発光タイミングが複数回経過した後）、当該複数回分の
放射光データを読み出すこともできる。この場合、分光測定の対象となる自家蛍光の強度
が弱いときには、複数回分の放射光データを読み出し、当該放射光データに基づいて測定
対象部位の解析処理を行うことにより、高感度の分光測定を行うことができる。
【００９２】
［変形例］
　なお、上記第２の実施の形態において、分光解析部３００は、読み出し部２６２により
複数回読み出されてメモリ２９０に記録された放射光データに基づいて測定対象部位の解
析処理を行っても良い。この構成により、分光測定の対象となる自家蛍光の強度が弱いと
きには、複数回分の放射光データを読み出し、当該放射光データに基づいて測定対象部位
の解析処理を行うことにより、高感度の分光測定を行うことができる。
【００９３】
（第３の実施の形態）
　次に、図１０～１２を参照して、第３の実施の形態を詳細に説明する。なお、第１の実
施の形態における各部構成と同様のものについては同一の符号を付し、その説明を省略す
る。
【００９４】
［撮像素子１５０の構成］
　撮像素子１５０は、ＣＣＤイメージセンサーからなり、図１１に示すように、分光領域
１５２および撮像領域１５４を含む撮像分光領域１５５を有する。撮像素子１５０は、図
３における放射光データ転送部１５６および撮像光データ転送部１５８に代えて、撮像分
光データ転送部１５９を有する。
【００９５】
　分光領域１５２は、自家蛍光を受光する度に、当該自家蛍光を光電変換し、光電変換さ
れた電気信号を放射光データとして一時的に蓄積する。撮像領域１５４は、撮像光を受光
する度に、当該撮像光を光電変換し、光電変換された電気信号を撮像光データとして一時
的に蓄積する。
【００９６】
　撮像分光データ転送部１５９は、内視鏡プロセッサー２００の読み出し部２６４からの
一括読み出し要求を受けた場合、分光領域１５２に蓄積されている放射光データ、および
、撮像領域１５４に蓄積されている撮像光データを同じタイミングで読み出し部２６４に
転送する。なお、撮像光データおよび放射光データは、撮像分光データ転送部１５９と読
み出し部２６４との間に設けられた増幅部１９８により電圧信号に変換され、増幅されて
読み出し部２６４に転送される。
【００９７】
［内視鏡プロセッサー２００の構成］
　次に、内視鏡プロセッサー２００の構成について説明する。図１０に示す内視鏡プロセ
ッサー２００は、図１における第１読み出し部２６０および第２読み出し部２８０の代わ
りに、読み出し部２６４を備える。
【００９８】
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　読み出し部２６４は、撮像素子１５０の撮像領域１５４に蓄積されている撮像光データ
、および、撮像素子１５０の分光領域１５２に蓄積されている放射光データを、撮像分光
データ転送部１５９および増幅部１９８を介して同じタイミングで読み出す。読み出し部
２６４は、撮像光データおよび放射光データを読み出す度に、読み出した撮像光データを
画像処理部２７０に転送する。また、読み出し部２６４は、撮像光データおよび放射光デ
ータを読み出す度に、読み出した放射光データをメモリ２９０に記録（転送）する。
【００９９】
　画像処理部２７０は、読み出し部２６４により読み出された撮像光データに対して所定
の信号処理を行う。制御部２１０は、処理後の信号を内視鏡映像信号としてモニター５０
０に出力する。
【０１００】
　分光解析部３００は、読み出し部２６４によりメモリ２９０に記録された放射光データ
に基づいて、管腔の測定対象部位における病変の有無や種類についての解析処理を行う。
そして、制御部２１０は、解析結果を示す解析結果画像データをモニター５００に出力す
ることによって、解析結果画像をモニター５００に表示させる。
【０１０１】
［動作タイミング］
　次に、図１２を参照し、内視鏡装置１０の動作タイミングについて説明する。図１２は
、照明光光源２２０による照明光の発光動作、励起光光源２３０による励起光の発光動作
、シャッター部材１６１による透光動作または遮光動作、読み出し部２６４による撮像光
データおよび放射光データの読み出し動作、読み出し部２６４による撮像光データの転送
動作、および読み出し部２６４による放射光データの転送動作のタイミングを示す。
【０１０２】
　図１２に示すように、照明光光源２２０による照明光の発光タイミングと、励起光光源
２３０による励起光の発光タイミングとは異なる。
【０１０３】
　シャッター部材１６１は、照明光光源２２０により照明光が発光されている間、分光領
域１５２に入射する撮像光を遮光する。また、シャッター部材１６１は、照明光光源２２
０により照明光が発光されていない間、励起光光源２３０による励起光の発光によって分
光領域１５２に入射する受光光を透光する。これにより、撮像領域１５４で検出すべき撮
像光が分光領域１５２に入射してしまい、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてし
まうことを防止することができる。
【０１０４】
　また、図１２の例では、読み出し部２６４は、撮像のフレームレートに合わせて、励起
光光源２３０による励起光の発光タイミングの経過後、撮像領域１５４に蓄積されている
撮像光データ、および、分光領域１５２に蓄積されている放射光データを同時に読み出す
。読み出し部２６４は、撮像光データおよび放射光データの読み出しを開始した後、読み
出した撮像光データおよび放射光データを順次、画像処理部２７０およびメモリ２９０に
転送する。
【０１０５】
［第３の実施の形態における効果］
　以上詳しく説明したように、第３の実施の形態によれば、自家蛍光を分光する手段とし
て分光光学系１６０を用いることにより、細かく分割されている波長領域毎のバンドパス
フィルターを撮像素子１５０の上に貼り付けることなく、測定対象部位からの自家蛍光の
スペクトルデータを取得することができる。よって、１つの撮像素子１５０で観察対象部
位の撮像および測定対象部位の分光測定を容易に行うことができる。
【０１０６】
　また、第３の実施の形態によれば、照明光光源２２０により照明光が発光されている間
、分光領域１５２に入射する撮像光が遮光されるため、撮像領域１５４で検出すべき撮像
光が分光領域１５２に入射してしまい、測定対象部位の分光測定に悪影響を及ぼしてしま
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うことを防止することができる。
【０１０７】
［変形例］
　なお、上記第３の実施の形態において、分光解析部３００は、読み出し部２６４により
複数回読み出されてメモリ２９０に転送された放射光データに基づいて測定対象部位の解
析処理を行っても良い。この構成により、分光測定の対象となる自家蛍光の強度が弱いと
きには、複数回分の放射光データを読み出し、当該放射光データに基づいて測定対象部位
の解析処理を行うことにより、高感度の分光測定を行うことができる。さらに言えば、レ
ンジの大きな自家蛍光の分光測定を行う場合には、分光領域１５２において複数回受光さ
れた自家蛍光に対応する放射光データを蓄積（長時間の露光）するときと比べて、分光領
域１５２の飽和を確実に防止することができる。
【０１０８】
　また、上記第１～第３の実施の形態において、照明光ファイバー１４０は、励起光ファ
イバー１４２として兼用するようにしても良い。また、励起光ファイバー１４２は、照明
光ファイバー１４０として兼用するようにしても良い。
【０１０９】
　また、上記第１～第３の実施の形態において、照明光光源２２０は、励起光光源２３０
として兼用するようにしても良い。また、励起光光源２３０は、照明光光源２２０として
兼用するようにしても良い。
【０１１０】
　その他、上記第１～第３の実施の形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化
の一例を示したものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されて
はならないものである。すなわち、本発明はその要旨、またはその主要な特徴から逸脱す
ることなく、様々な形で実施することができる。
【符号の説明】
【０１１１】
　１０　内視鏡装置
　１００　内視鏡本体
　１１０　挿入部
　１１０ａ　基端部
　１１０ｂ　先端部
　１１０ｃ　操作可能部
　１１１　第１照明窓
　１１２　第２照明窓
　１１３　第１観察窓
　１１４　第２観察窓
　１１５　鉗子チャンネル
　１２０　操作部
　１２０ａ　ノブ
　１２０ｂ　導入口
　１３０　ケーブル
　１３５　光学ユニット
　１４０　照明光ファイバー
　１４２　励起光ファイバー
　１５０　撮像素子
　１５０ａ　受光面
　１５２　分光領域
　１５４　撮像領域
　１５５　撮像分光領域
　１５６，１５７　放射光データ転送部
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　１５８　撮像光データ転送部
　１５９　撮像分光データ転送部
　１６０　分光光学系
　１６１　シャッター部材
　１６２　バンドパスフィルター
　１６４　スリット
　１６６　コリメートレンズ
　１６８　回折格子
　１７０，１８２　集光レンズ
　１８０　撮像光学系
　１９０　筐体
　１９２，１９４，１９６，１９８　増幅部
　２００　内視鏡プロセッサー
　２１０　制御部
　２２０　照明光光源
　２３０　励起光光源
　２４０　撮像制御部
　２５０　シャッター制御部
　２６０　第１読み出し部
　２６２，２６４　読み出し部
　２７０　画像処理部
　２８０　第２読み出し部
　２９０　メモリ
　３００　分光解析部
　４００　入力装置
　５００　モニター
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来自所述观察对象部位发出的成像光甲摄像区域154和摄像元件150和光
谱区152形成相同的光接收表面上，用于接收从STBM发射的辐射成像光
学系统180，用于在成像光引导到成像区域154，用于发射光引导至光谱
区152的光谱光学系统160，在分光光学系统160提供，该光入射到光谱
区152快门构件161相对于光传输或光屏蔽，在照明光的照射的定时，而
对于屏蔽成像光入射在光谱区152，照明光不照射，并且，在定时时的测
量光被照射时，并且快门控制单元250用于传输进入光谱区域152的辐射
光。 点域

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c42e83f2-b945-4606-bc14-035911307407
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/050747825/publication/JP2014073149A?q=JP2014073149A

